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ようこそ芦北町へ
　駐日カンボジア大使が来町
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今月の表紙「駐日カンボジア大使来町」

　チア・キムター駐日カンボジア大使が来町の
際、役場玄関前で歓迎を受けている様子。カン
ボジア国旗を手にした子どもたちや関係者に、
笑顔で応えられていました。

人口のうごき（H28.11. １現在）（　）内は前月比

人 口　　　１８，１６４人　  （−２３）
男 　　　　８，５５１人　  （−　９）
女 　　　　９，６１３人　  （−１４）

65 歳以上　　　　７，２９４人　  （＋　７）
世 帯 数　　　　７，４０５世帯（−１１）
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保健センターだより

フォトリポート町民体育祭陸上競技
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警察 /消防

イベントカレンダー

芦北町職員の給与と定員管理

熊本地震 被災地は今

/芦北町の民話

幼保小中連携だより

お知らせ

中学生職場体験

高齢者・障害者虐待をなくそう

ジェシカのうきうき芦北Diary

/おすすめ図書

町民講座作品紹介

/出生/おくやみ

星野富弘美術館開館 10周年

もくじ

駐
日
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
特
命
全
権
大
使

チ
ア
・
キ
ム
タ
ー
大
使
が
来
町

芦
北
町
国
際
交
流
協
会
の
設
立
20
周
年
を
祝
福

第
15
回
芦
北
町
国
際
交
流
ま
つ
り

　

チ
ア
・
キ
ム
タ
ー
駐
日
カ
ン
ボ
ジ
ア

大
使
が
10
月
23
日
、
芦
北
町
を
訪
れ
ま

し
た
。
芦
北
町
国
際
交
流
協
会
の
設
立

20
周
年
を
記
念
し
、
国
際
交
流
ま
つ
り

の
開
催
に
あ
わ
せ
同
協
会
が
招
待
し
た

も
の
で
す
。

　

同
協
会
と
町
で
は
協
会
設
立
当
初
か

ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
学
校
を
贈
る
運
動
を

展
開
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
５
つ
の

学
校
を
募
金
や
寄
附
金
で
建
設
し
て
い

ま
す
。

　

芦
北
町
役
場
で
行
わ
れ
た
歓
迎
式
典

で
、
大
使
は
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
育
と

人
づ
く
り
へ
の
協
力
に
感
謝
し
て
い
る
。

今
後
も
日
本
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
友
好
関

係
を
深
め
る
交
流
を
続
け
て
欲
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
校
建
設
募
金
活
動
を
し

て
い
る
町
内
３
校
の
児
童
が
歓
迎
の
踊

り
や
活
動
内
容
を
発
表
す
る
と
、
大
使

は
笑
顔
で
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　　

道
の
駅
芦
北
で
こ
ぽ
ん
で
行
わ
れ
た

国
際
交
流
ま
つ
り
は
、
町
内
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

な
ど
が
作
る
世
界
の
グ
ル
メ
バ
ザ
ー
や

ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン
バ
、
馬
頭
琴
の
ス
テ
ー

ジ
な
ど
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
ご
当
地

ヒ
ー
ロ
ー「
グ
ラ
ン
パ
ワ
ー
ヒ
ノ
ク
ニ
」

の
シ
ョ
ー
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

国際交流まつりでカンボジア募金米を販売する大野小児童国際交流まつりのステージでサンバを踊るダンサーとＡＬＴ

活動内容を歓迎会で発表した児童たちとチア・キムター大使

内野の棒踊りを披露する内野小児童

取り組みを発表する佐敷小児童

竹﨑町長が歓迎のあいさつ大使が協会 20 周年を祝福

歓迎式典の来場者 児童たちと交流する大使

15th Ashikita International Festival
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文
化
講
演
会  

脳
科
学
者 

茂
木
健
一
郎
さん  

が
講
演

　

脳
を
若
返
ら
せ
る
た
め
に
は
ド
ー
パ
ミ
ン
を

出
す
こ
と
が
大
事
。
初
め
て
見
る
も
の
、
例
え

ば
今
日
初
め
て
見
た
う
た
せ
船
。
こ
れ
は
ド
ー

パ
ミ
ン
が
で
ま
し
た
。
子
ど
も
の
脳
が
な
ぜ
元

気
な
の
か
。
そ
れ
は
毎
日
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
る

か
ら
。
不
安
に
な
る
く
ら
い
初
め
て
の
こ
と
を

や
る
と
い
い
。
慣
れ
て
く
る
と
脳
は
さ
ぼ
っ
て

し
ま
う
の
で
、
で
き
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

こ
と
に
挑
戦
す
る
の
が
脳
に
い
い
。

　　
人
間
に
は
個
性
が
あ
り
、
欠
点
と
長
所
が
表

裏
一
体
。
ぼ
く
は
落
ち
着
き
が
無
い
の
が
欠
点
。

た
だ
、
切
り
替
え
が
早
い
。
頑
固
な
人
は
一
つ

の
こ
と
を
や
り
抜
く
力
が
あ
る
。

芦
北
町
文
化
祭

　

10
月
29
日
、
30
日
に
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ

ド
ー
ム
で
芦
北
町
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。　

　

29
日
に
は
日
本
相
撲
甚
句
会
に
よ
る
相

撲
甚
句
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。
相
撲
甚

句
は
相
撲
の
巡
業
な
ど
で
力
士
が
披
露
す

る
歌
。
こ
の
日
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た

「
芦
北
名
所
甚
句
（
日
本
相
撲
甚
句
会 

飯
田
三

千
代
会
長
作
）」も
披
露
さ
れ
、
観
客
は
独
特

な
節
回
し
の
唄
声
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

30
日
に
は
、
代し
ろ
か掻

き
や
苗
を
植
え
る
姿

を
表
現
し
た
山
都
町
の
「
高た
か
ば
た畑
年と

し
ね祢
神
社

田
植
え
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
、
牛
の
ひ
ょ

う
き
ん
な
動
き
や
子
ど
も
の
可
愛
ら
し
い

仕
草
な
ど
に
会
場
か
ら
は
笑
い
声
が
起
こ

っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
間
、
書
道
、
絵
画
、
陶
芸
な
ど
の

作
品
展
示
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
茶

道
教
室
に
よ
る
お
茶
会
な
ど
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
町
民
が
日

頃
の
文
化
活
動
や
町
民
講
座
で
の
稽
古
の

成
果
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

〽 

風
に
た
ゆ
た
う
白
い
帆
は

　
　
　

海
の
貴
婦
人
う
た
せ
船

◆全長　1,850㍍　
◆幅員　8.5㍍（歩道含む）
◆総事業費　14 億 9,600 万円
◆完成予定　平成 32 年度

《今年度実施区間》
　１工区のうち延長 300㍍
　◆事業費　３億 4,000 万円
　（財源）　　
　　社会資本整備総合交付金ほか

①
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
の
安
全
性
向
上

②
大
規
模
避
難
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備

③
芦
北
イ
ン
タ
ー
か
ら
国
道
３
号
を
結
ぶ
新
た

　

な
ル
ー
ト
の
建
設

町
道
射い

ば場
芦
北
線 

道
路
新
設
改
良
工
事
に
着
手

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
付
近
と
国
道
３
号
を
結
ぶ

　

町
道
射
場
芦
北
線
道
路
新
設
改

良
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
、
10
月

24
日
、
地
域
間
交
流
ス
ポ
ー
ツ
グ

ラ
ウ
ン
ド
近
く
の
現
地
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

式
に
は
金
子
恭
之
衆
議
院
議
員
、

山
本
秀
久
県
議
会
議
員
を
は
じ
め

と
す
る
来
賓
、
町
や
工
事
関
係
者

な
ど
約
50
人
が
出
席
。
工
事
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

工
事
は
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
し

ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
付
近
と
国

道
３
号
の
ロ
ー
ソ
ン
芦
北
平
生
店

付
近
を
結
ぶ
全
長
１
８
５
０
㍍
の

う
ち
、約
７
０
０
㍍
を
新
設
し
、残

り
の
部
分
を
拡
幅
す
る
も
の
で
、

今
年
度
は
こ
の
う
ち
３
０
０
㍍
の

工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
事
業
が
順

調
に
進
め
ば
平
成
32
年
度
に
は
全

線
が
完
成
す
る
見
通
し
で
す
。

　

現
在
の
道
路
の
一
部
は
道
幅
が

狭
く
、
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
の

安
全
確
保
や
ス
カ
イ
ド
ー
ム
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
と
し
て
長
年
改
良
が

待
ち
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
は
国
の
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
を
活
用
し
て
行
わ
れ
ま

す
。

町道射場芦北線道路新設改良工事

芦北町役場 平生橋

佐敷駅

湯浦川

佐敷川

しろやまスカイドーム

工
事
の
目
的

工事概要（※金額は概算）

２工区１工区

狭い道路を通学する児童

イベント時混雑するスカイドーム

工事の安全を祈願する出席者

発注者としてあいさつする竹﨑町長

着工区間

　
勉
強
で
き
な
い
人
の
ほ
う
が
社
長
に
は
向
い

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
夏
休
み
が
終

わ
り
に
近
づ
く
と
宿
題
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

（
外
部
発
注
）し
て
い
る
。
社
長
は
人
に
任
せ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
が
向
い
て
い
る
。

　
自
分
の
個
性
は
自
分
の
中
で
は
わ
か
ら
な
い
。

人
に
言
わ
れ
た
と
き
に
は
と
に
か
く
聴
く
。
欠

点
は
長
所
に
も
な
る
。

　
一
人
一
人
の
幸
せ
の
カ
タ
チ
が
あ
る
。
そ
の

中
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
け
ば
い
い
。

　
チ
ル
チ
ル
と
ミ
チ
ル
は
幸
せ
の
青
い
鳥
を
見

つ
け
る
旅
に
出
て
、
い
ろ
ん
な
人
に
会
っ
て
帰

っ
て
き
た
ら
そ
こ
に
青
い
鳥
が
い
た
。
み
な
さ

ん
も
、
い
ろ
ん
な
人
か
ら
話
を
聞
い
て
自
分
の

中
の
青
い
鳥
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。

　

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム
で
11
月
3
日
、

文
化
講
演
会
が
行
わ
れ
、
脳
科
学
者
の
茂

木
健
一
郎
さ
ん
が
講
演
し
ま
し
た
。
茂
木

さ
ん
は
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
、
笑
い
を

交
え
な
が
ら
約
６
５
０
人
の
観
客
に
脳
を

若
返
ら
せ
る
秘
訣
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い

ま
し
た
。

「芦北名所甚句」を披露する相撲甚句会の皆さん

田浦町古代俵踊り展示作品に見入る来場者

高畑年祢神社田植え踊りの代掻き（左）と田植え（右）の場面

｜
脳
を
若
返
ら
せ
る
た
め
に
は

｜
人
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る

｜
幸
せ
と
は

「
脳
と
人
間 

　
ー
混
迷
の
時
代
を
生
き
る
ヒ
ン
ト
ー
」

あ
ぁ 

ド
ス
コ
イ

　

     

ド
ス
コ
イ
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井川龍
りゅうと

人さん

（九州学院高１年）

第
71
回
国
民
体
育
大
会 

希
望
郷

い
わ
て
国
体　

陸
上
競
技
３
０
０
０
Ｍ　

３
位

世
界
大
会
準
優
勝

飯村吏
り き や

毅哉さん（花岡西）

第
23
回
世
界
空
手
道
選
手
権
大
会

団
体
組
手
（
日
本
代
表
）

写真左から、米良睦
む つ き

希くん、岩永果
か だ い

大くん、木下大
た い が

雅く
ん、岩永京

け い と

大くん、邑上颯
はやて

くん、大室裕
ゆ う じ

慈くん

Ｊ
Ｋ
Ａ
芦
北
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
ク
ラ
ブ

場
所　

オ
ー
ス
ト
リ
ア

全
国
大
会
結
果

鎌木鈴
すず

さん

（鎮西高２年）

第
６
回
全
日
本
高
等
学
校
チ
ー
ム

ダ
ン
ス
選
手
権
大
会  

大
編
成
部

門
出
場

文
部
科
学
大
臣
賞（
総
合
優
勝
）

祈
必
勝 

全
国
大
会

前
田
佳
菜
子
さ
ん

（
白
百
合
学
園
高
２
年
）

第
18
回
全
日
本
高
等
学
校
吹
奏
楽
大
会

故  

釡 

好よ
し
み美

さ
ん
（
女
島
西
）

　８月に亡くなられた故釡好美さん
（享年 85）に、「正六位」が叙せられ、
竹﨑町長より位記が家族に伝達されま
した。釡さんは平成３年から４年間、
旧芦北町議会議長を務められました。

旧
芦
北
町
の
町
議
会
議
員

（
旧
湯
浦
町
時
代
か
ら
８
期
32
年
６
カ
月
）

第
67
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

全
国
大
会  

農
業
鑑
定
競
技
会

前田惠
けいいち

一さん

（田浦町１）
山下平

へ い し ろ う

四郎さん

（計石西）

第
16
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

陸
上
競
技　

２
０
０
Ｍ　

優
勝

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技　

３
位

第
34
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
選
手
権

大
会　

３
位

　飯村選手が、世界空手道選手権大会に日
本代表として出場し、銀メダルを獲得した
ことを報告に訪れました。男子団体組手で
決勝進出したのは 41 年ぶりの快挙です。

水
俣
病
公
式
確
認
60
年

水
俣
病
犠
牲
者
慰
霊
式

　

昭
和
31
年
５
月
１
日
に
水
俣
病
が
公
式
確

認
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
60
年
を
迎
え
、
10
月

29
日
、
エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
で
水
俣
病
犠
牲
者

慰
霊
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
水

俣
病
患
者
や
家
族
、
山
本
公
一
環
境
相
、
蒲

島
郁
夫
熊
本
県
知
事
、
チ
ッ
ソ
の
森
田
美
智

男
代
表
取
締
役
な
ど
が
出
席
し
、
犠
牲
者
に

祈
り
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

山
本
環
境
相
は
「
水
俣
病
の
拡
大
を
防
げ

な
か
っ
た
こ
と
を
改
め
て
お
わ
び
申
し
上
げ

る
」
と
述
べ
、
蒲
島
知
事
は
「
こ
れ
か
ら
も

水
俣
病
問
題
の
解
決
に
向
け
て
全
力
で
取
り

組
む
」
と
決
意
を
新
た
に
話
し
ま
し
た
。

　

遺
族
代
表
の
大
矢
ミ
ツ
コ
さ
ん
（
水
俣

市
）
は
、
チ
ッ
ソ
で
働
い
て
い
た
夫
と
網
元

だ
っ
た
義
父
を
水
俣
病
で
亡
く
し
「
私
の
よ

う
な
悲
し
み
は
、
も
う
誰
に
も
し
て
ほ
し
く

な
い
。
水
俣
病
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
伝
え
て
、

主
人
の
命
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
に
な
っ

て
欲
し
い
」
と
涙
な
が
ら
に
話
し
ま
し
た
。

　

水
俣
病
の
認
定
患
者
は
熊
本
県
と
鹿
児
島

県
を
合
わ
せ
て
２
２
８
２
人
（
９
月
末
現

在
）
で
、
そ
の
内
の
８
割
以
上
が
亡
く
な
ら

れ
て
い
ま
す
。

（
写
真
提
供
：
水
俣
市
）　▲遺族を代表し祈りのことばを述べる大矢ミツコさん

▲献花し祈りを捧げる出席者

国
指
定
史
跡
　

平
成
20
年
３
月
28
日
指
定

65

佐
敷
城
跡

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

城
の
中
で
最
も
小
規
模
で
、
構
造
も
単

純
な
兼
丸
城
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

16
世
紀
前
半
、
当
時
、
球
磨
・
芦

北
・
八
代
を
領
有
し
て
い
た
相
良
氏
で

跡
目
争
い
が
起
こ
り
、
16
代
当
主
と

な
っ
た
相
良
長
唯
（
義
滋
）
の
反
対
勢

力
の
拠
点
で
あ
っ
た
葦
北
郡
は
長
唯
軍

の
攻
撃
を
受
け
、
佐
敷
城
も
享
禄
２
年

（
１
５
２
９
年
）
に
落
城
し
ま
す
。
こ

れ
以
降
、
佐
敷
氏
は
表
舞
台
に
登
場
し

ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
時
に
没
落
し
た
の

で
し
ょ
う
。　
　
　
（
次
号
へ
つ
づ
く
）

　
「
佐
敷
城
」
と
い
う
と
、
皆
さ
ん
、

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
裏
の
城
山
に
あ
る

お
城
が
頭
に
思
い
浮
か
ぶ
と
思
い
ま

す
。
実
際
、
現
在
使
わ
れ
て
い
る
多
く

の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
地
図
で
は
、

佐
敷
城
の
場
所
は
城
山
に
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
実
は
佐
敷
城
の
ほ
か
に
佐

敷
地
区
に
は
、
佐
敷
東
の
城
（
花
岡

北
）、
兼
丸
城
（
宮
浦
）
が
あ
り
、
こ

の
３
カ
所
の
い
ず
れ
も
が
「
佐
敷
城
」

と
し
て
当
時
の
古
文
書
に
登
場
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
か
ら
、
こ
の
時
代
ご
と
の
「
佐

敷
城
」
と
い
う
名
前
の
移
り
変
わ
り
も

含
め
て
、
佐
敷
城
の
歴
史
を
数
回
に
分

け
て
紹
介
し
ま
す
。

　
「
佐
敷
城
」
と
い
う
名
前
は
、
今

か
ら
６
３
０
年
以
上
前
の
至
徳
２
年

（
１
３
８
５
年
）
の
古
文
書
に
「
楯
籠

佐
敷
之
城
」（
佐
敷
の
城
に
立
て
籠こ

も

る
）
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、
最
も
古

い
記
録
で
す
。
同
時
期
の
古
文
書
に

は
、「
佐
敷
代
備
前
権
守
国
顕
」「
佐
敷

越
中
守
」
の
名
前
が
あ
り
、
佐
敷
を
本

拠
地
と
し
た
佐
敷
氏
一
族
が
佐
敷
に
城

を
構
え
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
頃
の

「
佐
敷
城
」
は
、
佐
敷
地
区
に
あ
る
お

芦北に残る文化遺産

《
佐
敷
城
の
歴
史
①
》

第
44
回
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大
会

監
督　

釡 

辰
信
さ
ん
（
花
岡
西
）

選
手　

飯
村
吏
毅
哉
さ
ん
（
花
岡
西
）

　
　
　

坂
田 

宏
樹
さ
ん
（
花
岡
西
）

　
　
　

山
本 

大
悟
さ
ん
（
大
阪
商
業
大
）

　
　
　

才
保 

佑
一
朗
さ
ん
（
日
本
大
）

【
期
日
】　

11
月
12
日
〜
13
日

【
期
日
】　

12
月
10
日
〜
11
日

元
村
聖せ
い
か華

さ
ん
（
芦
北
高
２
年
）

山
下
穂ほ

な

み
菜
美
さ
ん
（
芦
北
高
３
年
）

叙
位

兼丸城
佐敷東の城

最
優
秀
賞

優
秀
賞
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保
育
所
入
所
申
込
み
に
関
す
る

お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
度
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
制
度
で

は
、
新
た
に
保
育
所
の
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
保
育
所
の
入
所
申
込
み
と
併
せ
て
、
保
育

の
必
要
性
の
認
定
を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
継
続
利
用
の
場
合
は
入
所
申
込

み
の
際
に
、
保
育
の
必
要
性
の
現
況
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
受
付
期
間  

11
月
28
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
12
月
16
日（
金
）

◆
提
出
先　

福
祉
課
、田
浦
基
幹
支
所
、

　
　
　
　
　

各
保
育
所

◆
提
出
書
類　
（
表
１
）の
と
お
り

◆
保
育
所
・
定
員　
（
表
２
）の
と
お
り

◆
そ
の
他

①
保
育
所
入
所
に
つ
い
て
は
毎
年
度
申

　

込
み
が
必
要
で
す
。

②
年
度
途
中
入
所
の
申
込
み
も
同
時
に

　

受
け
付
け
ま
す
が
、
利
用
調
整
の
優

　

先
順
位
は
４
月
初
日
入
所
の
人
が
優

　

先
と
な
り
ま
す
。

③
町
外
の
保
育
所
の
利
用
を
希
望
す
る

　

場
合
も
申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

④
入
所
受
付
年
齢
は
町
内
全
て
の
保
育

　

所
で
「
生
後
３
カ
月
経
過
後
か
ら
就

　

学
前
ま
で
」
で
す
。

⑤
定
員
を
上
回
る
入
所
希
望
が
あ
っ
た

　

場
合
は
、
保
育
の
必
要
度
な
ど
に
応

　

じ
て
利
用
調
整
を
行
い
ま
す
。

必要書類 備　考

1 支給認定申請書
（入所申込兼用）

申請書は役場福祉課、田浦基幹
支所、各保育所にあります。

2 保育を必要とする事由（表３）
に該当することを証明する書類

就労証明書、母子手帳、医師の
診断書、在学証明書など

3
マイナンバーの確認できるもの

（マイナンバーカードまたは
  マイナンバー通知カード）

マイナンバー確認時に免許証な
どの本人確認書類の提示をお願
いします。

設置主体 保育所 定員

社会福祉法人  同朋会 淳光育児園 110 人

社会福祉法人  将友会

芦北保育園 90 人

計石保育園 60 人

湯浦保育園 130 人

大野保育園 30 人

社会福祉法人  千隆福祉会
吉尾保育園 20 人

田浦保育園 100 人

新制度では毎年９月が保育料の切り替え時期です。

前々年の所得状況
（前年度の町民税額）に基づき算定

平成 29 年度の保育料の算定は次のようになります。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

４月分〜８月分

９月分〜３月分

平成 27 年の所得状況（平成 28 年度市町村民税額）を基に算定

平成 28 年の所得状況（平成 29 年度市町村民税額）を基に算定

前年の所得状況
（当年度の町民税額）に基づき算定

平
成
29
年
度

◎（表１）提出書類

◎（表２）保育所

①就労（月 48 時間以上）
②妊娠・出産
③保護者の疾病、障害
④介護または看護
⑤求職活動（起業準備含む。）
⑥就学（職業訓練校などを含む。）
⑦虐待や DV のおそれがある。
⑧産休・育休中の継続利用
⑨災害復旧　　など

◎（表３）
　   保育を必要とする事由

※転入した場合や保護者のうちどちらかが町外に住んでいる場合は、住民税額の
確認できる証明書（市町村民税課税台帳記載事項証明書）を、平成 28 年１月１日時
点の住所地の市町村役所で取得し、提出してください。
※税を申告していない人は税務課で申告する必要があります。

＊問い合わせ先　福祉課　児童家庭福祉係　☎︎（８２）２５１１（内線１５４）

 保育料について

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
＊
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
８
６
）０
２
０
０

　

生
活
習
慣
病
は
高
血
圧
、脂
質
異
常
症
、糖

尿
病
や
肥
満
な
ど
、不
適
切
な
日
常
生
活
が

原
因
と
な
り
お
こ
る
病
気
で
す
。食
習
慣
や

運
動
習
慣
、喫
煙
習
慣
、過
度
の
飲
酒
な
ど
深

く
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
と
適
切
な

運
動
、質
の
良
い
睡
眠
の
確
保
な
ど
、日
常
の

生
活
を
見
直
す
こ
と
が
健
康
の
第
一
歩
で
す
。

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
積
極
的
に
生
活
習
慣

の
改
善
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
の
、ヒ
ン
ト
と
な
る
の
が
「
健

康
診
断
」の
結
果
で
す
。

年
に
一
回
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

健
康
診
断
の
受
診
は
な
ぜ
必
要
な
の
？

　

健
診
受
診
後
、
異
常
が
あ
っ
た
方
も
、

な
か
っ
た
方
も
「
健
診
結
果
」
の
活
用

の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

健
康
診
断
は
診
察
や
血
液
検
査
、
身
体
計

測
、
血
圧
測
定
な
ど
様
々
な
検
査
を
実
施
し
、

健
康
状
態
を
評
価
し
ま
す
。

　

以
前
の
検
査
値
と
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

検
査
値
の
推
移
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

現
在
は
正
常
範
囲
内
で
も
、
少
し
ず
つ
上

昇
傾
向
に
あ
れ
ば
要
注
意
で
す
。
治
療
が

必
要
な
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
運
動

習
慣
や
食
生
活
な
ど
生
活
習
慣
を
も
う
一

度
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

大
き
な
異
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
基

準
値
を
超
え
て
い
る
数
値
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
病
気
の
発
症

や
重
症
化
へ
と
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
可
能

性
が
高
ま
り
ま
す
。
重
症
化
す
る
前
に
、

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
き
っ
か
け
に
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
喫
煙
や
飲
酒
、

過
食
な
ど
改
善
が
で
き
る
生
活
習
慣
は
、

積
極
的
に
改
善
す
る
と
、
身
体
の
調
子
も

良
く
な
り
ま
す
。
気
に
な
る
検
査
結
果
は
、

か
か
り
つ
け
医
に
も
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

①
自
分
の
身
体
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か

　
を
よ
く
知
る
！

　
　

自
身
の
体
は
健
康
で
あ
る
か
ど
う
か
や

　

健
康
状
態
に
つ
い
て
正
確
な
知
識
を
持
ち
、

　

健
康
管
理
へ
と
つ
な
げ
ま
す
。

②
健
康
の
維
持
や
病
気
の
予
防
、
早
期
発
見

　
の
た
め
に
！

　
　

健
診
を
受
け
、
自
身
の
体
の
状
況
を
知

　

っ
た
う
え
で
健
診
結
果
を
「
役
立
て
る
」

　

こ
と
が
重
要
で
す
。

大
切
な
の
は
「
健
診
を
受
け
た
後
」

【
異
常
な
し
】
の
場
合

【
経
過
観
察
】
の
場
合

　
健
康
で
あ
る
こ
と
は
生
活
の
基
本
で
す
。

健
康
管
理
は
自
分
の
身
体
の
こ
と
を
よ
く

知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
治
療
が
必

要
な
身
体
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
年
に
1

回
の
健
診
で
、
健
康
状
態
を
し
っ
か
り
チ

ェ
ッ
ク
し
、「
健
診
結
果
」
を
上
手
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

出
来
る
だ
け
早
め
に
、
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。
痛
み
や
不
調
な
ど
の
自

覚
症
状
が
な
く
て
も
、
体
の
中
で
の
変
化

は
大
き
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
生

活
習
慣
病
で
あ
る
高
血
圧
や
糖
尿
病
、
脂

質
異
常
症
は
自
覚
症
状
が
出
に
く
い
病
気

で
す
。
自
覚
で
き
る
不
調
が
起
こ
っ
た
場

合
は
、
病
気
が
ひ
ど
く
進
行
し
て
い
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
健
診
は
、
自
分
の

目
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
身
体
の

不
調
を
数
値
で
示
し
て
い
ま
す
。
一
時
的

な
数
値
の
変
化
な
の
か
ど
う
か
も
含
め
て

再
度
検
査
し
て
確
認
し
ま
す
。

　

精
密
検
査
が
必
要
な
場
合
は
、
よ
り
詳

し
い
検
査
を
し
、
病
気
の
有
無
を
確
認
し

ま
す
。

【
再
検
査
】・【
精
密
検
査
】
の
場
合

生
活
習
慣
病
を
重
症
化
さ
せ
な
い
た
め
に

　
　
　
　
〜
健
診
結
果
の
見
方
・
活
か
し
方
〜

提  

出

提  

示
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10
月
10
日
、
地
域
間
交
流
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
町
民
体
育
祭
陸
上
競
技
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会
は
天
候
不
良
の
た
め
、
９
日
か
ら
順
延
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
秋
晴
れ
の
も
と
７
つ
の
地
域
体
協
が
優
勝
目
指

し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
競
技
は
接
戦
と
な
り
、
各
体
協
の
テ
ン
ト
か
ら
も

熱
の
込
も
っ
た
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
陸
上
競
技
で
は
昨
年
に
続
き
佐
敷

西
体
協
が
優
勝
し
、
総
合
成
績
に
お
い
て
も
三
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

フォトリポート町
民
体
育
祭
陸
上
競
技
大
会

平
成
二
十
八
年
度

入場行進優秀賞の田浦北部体協

永井美咲さん（佐敷西体協）による選手宣誓

足並みそろえてイチニ、イチニ

おしろいつけて三輪車

懸命にバトンをつなぐ小学生

デカパンで大はしゃぎ

カゴ目がけて、よいしょー

ゴールまであと少し

ワーッショイ、ワーッショイ

町を守る、消防団リレー

はいれ〜

家族仲良くゴールイン

砲丸投げ「エイッ！」

息のあったラブラブ走

声援にも熱が入ります

1500 Ｍ走 ファイトー！

騎馬戦での一騎打ち
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ま ち の わ だ い まちのわだいまちのわだい

　しろやまスカイドームで 10月 19日、芦北町福祉スポー
ツ大会（町社会福祉協議会主催）が行われ、身体障害者連
合会や老人クラブ、各種福祉施設などから約 300人が参
加しました。
　参加者は大玉ころがしやパン食い競争、玉入れ、輪投
げなど、年齢や障がいの程度に関わらずみんなで楽しめ
る種目に出場し、交流を深めていました。計石保育園児
によるマーチング披露や会場全体での総踊りなどもあり、
笑顔あふれる 1日となりました。

福祉スポーツに笑顔あふれる

　10 月 24 日に吉尾小学校で、日本の楽器を演奏し、その
歴史や音楽を広く紹介する活動を行っている「日本音楽集
団」の公演がありました。これは、文化庁巡回公演事業と
して、優れた舞台芸術にふれることで子どもたちの発想力
や芸術鑑賞能力の向上につなげることを目的に行われたも
のです。この日は吉尾小学校児童のほか、吉尾保育園児、
大野小学校児童、地域住民も訪れ、奏でられる音楽に聞き
入っていました。後半の部では吉尾小学校児童８人も参加
し、音楽朗読劇「ごんぎつね」が披露されました。

日本楽器の音色にうっとり

パン食い競争を楽しむ参加者

日本音楽集団の演奏に合わせ吉尾小児童が朗読劇を発表元村深雪さん（湯浦北）の農園で計石保育園と芦北保
育園の園児たちが太秋柿ちぎりを体験しました。

豊岡地区にナベツルが飛来しました。越冬のため出水平
野（鹿児島県）へ向かう途中、羽を休めていたようです。

屋内消火栓操法大会  女子の部優勝
　10 月 25 日、水俣芦北広域消防本部で屋内消火栓操法
大会が開かれ、管内の事業所から 15 チーム（男子 12、
女子３）が出場しました。同操法は３人１チームで行い、
火災を発見してから消防署への通報、消火器での初期消
火、屋内消火栓を使っての放水を行い、動作の正確性と
迅速性を競います。大会では、女子の部で芦北町役場が
見事優勝しました。結果は次のとおり。（町内事業所のみ）
　【結果】
　女子　優勝　芦北町役場
　男子　３位　東海カーボン㈱田ノ浦工場

芦北高校、芦北支援学校佐敷分教室、佐敷小学校の児
童生徒が、６月に植えた稲の刈り取りを行いました。

　10 月 15 日に御立岬公園キャンプ場で、バリアフリー
ディスクゴルフ大会が行われました。スポーツレクリエー
ションを通して障がいへの理解を深めることを目的とし
て、町と自立支援協議会が主催で開催。バリアフリーディ
スクゴルフは、専用のゴールポストに向かってフリスビー
ディスクを投げ、ホールインワンを目指して投数を競う
もの。障がいのある人もない人も共にプレーを楽しむこ
とのできるスポーツです。この日は地域住民、町内施設
入所者や高校生など 10 ～ 80 歳代の約 150 人が参加し、
競技を通して交流しました。

バリアフリーディスクゴルフ大会開催

　10 月 16 日に、しろやまスカイドームで熊本県レディス
コール合唱祭が開催されました。熊本県レディスコール連
盟が主催し毎年開催しているもの。今年は連盟に加盟して
いる田浦オオルリ・コールの所在地である芦北町で開かれ、
県内 11 団体が参加しました。熊本地震の影響により練習
場所の確保に苦心した参加団体もありましたが、会場には
息の合った美しい歌声が響いていました。
　当日は熊本地震への義援金募金も行われ、集まった義援
金は 10 月 18 日に田浦オオルリ・コール鬼塚和子代表か
ら芦北地域振興局長へ手渡されました。

ゴールポストに向かってディスクを投げる参加者

田浦オオルリ・コールの皆さん

女
じょせい

声コーラスの歌声響く

木本利信さん（白木）の農園で大野保育園児たちが太秋
柿ちぎりを体験。しっかりつかんでハサミでパチン！

薩摩街道佐敷宿「桝屋」で、まち灯りアートが行われ、会
場は灯籠やキャンドルの優しい灯

あか

りに包まれました。

左から
監督：松井謙武
１番員：漆前杏奈
２番員：山下香織
３番員：松﨑舞
補員：杉村真美

監督：川口直
１番員：溝下浩貴
２番員：元山幸樹
３番員：岩生直哉
補員：肥田幸大

告棚田オーナー制度の稲刈りでは、参加者が手際よく
あっという間に稲を刈り取っていました。

ま
ち

か
ど
ス
ナ
ッ
プ

10 月 29 日

10 月２日

10 月 24 日 10 月 24 日

10 月 27 日

10 月 13 日
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田浦子育て支援センター  行事予定（12 月）

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
一時保育も行っています。
　子育て仲間づくりや情報交換にお気軽にご利用ください。
▶センター利用時間　毎週月曜日～金曜日
　午前９時 30 分～正午　午後２時 45 分～５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎︎（８７）００３４

12月６日（火）お楽しみ会の総練習　
10日（土）お楽しみ会に参加しよう
16日（金）あしきた青少年の家に行こう
　　　　（キャンドル作り）
21日（水）クリスマス会

《芦北児童館》　クリスマスの音楽を聞きながら飾り
を作ろう！　
とき　12月11日（日）　午後１時30分～
対象　幼児～大人　

《湯浦児童館》　ツリーケーキを作ろう！　
とき　12月18日（日）　午後１時～３時
対象　幼児～大人　※要予約。先着30人（25日から受付）  
※児童館は児童に健全な遊び場、機会を提供し、心身とも
に豊かな発達ができるように支援する施設です。
▶利用時間　午前10時～午後５時（月曜日休館）
＊問い合わせ先　
　芦北児童館　☎︎（８２）３０３６
　湯浦児童館　☎︎（８６）００７４　

　児童館からのお知らせ（12月の行事）

図書館休館日　　【社教センター】11 月 23 日（水）、12 月４日（日）、　23 日（金・祝）
【田浦図書室】    11月 28 日（月）、12 月12 日（月）、26 日（月）

11/17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 12/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

３〜４カ月児健診
（保健センター）

デコポンキッズ

（保健センター）

勤労感謝の日

デコポンキッズ

（保健センター）

デコポンキッズ

（保健センター）

デコポンキッズ

（保健センター）

１歳６カ月児健診
（保健センター）

日 月 火 水 木 金 土

11月17日～12月17日
※日程は変更になることがあります 内は関連ページ

芦北町イベントカレンダー

狂犬病予防注射
( 田浦基幹支所、
役場本庁 )

ローラーリュー
ジュ大会（海浜総
合公園）

人権相談
（社会教育センター）

年金出張相談
（役場３階会議室）

デコポンキッズ

（保健センター）

まちだより

新米パパママ教室
（保健センター）

まちだより

まちだより

まちだより 芦
北
消
防
署

芦
北
警
察
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

ガ
ス
機
器
に
よ
る
火
災
や
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

「
鍵
」の
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
！

　　

先
日
、
他
県
に
お
い
て
マ
ン

シ
ョ
ン
の
管
理
業
者
を
装
っ
た
者

が
、
住
人
に
対
し
「
玄
関
の
鍵
を

点
検
さ
せ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と

言
っ
て
鍵
を
提
出
さ
せ
、
鍵
に
刻

印
さ
れ
た
番
号
を
も
と
に
合
鍵
を

製
造
。
そ
の
後
、
そ
の
住
居
に
侵

入
す
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

鍵
の
メ
ー
カ
ー
や
種
類
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
現
状
で
は
、

鍵
本
体
や
鍵
番
号
か
ら
合
鍵
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
切
な
人
や
物
を
守
る
た
め
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③
十
分
な
換
気
を
行
い
ま
し
ょ
う

　

ガ
ス
機
器
が
燃
焼
す
る
に
は
多

量
の
新
鮮
な
空
気
が
必
要
で
す
。

空
気
が
不
足
す
る
と
不
完
全
燃
焼

を
起
こ
し
有
毒
な
一
酸
化
炭
素
が

発
生
し
ま
す
の
で
換
気
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

④
も
し
ガ
ス
漏
れ
に
気
付
い
た
ら

　

ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
、
窓
を
開

け
て
換
気
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
際
、
換
気
扇
、
電
灯
等
の
ス
イ

ッ
チ
や
コ
ン
セ
ン
ト
プ
ラ
グ
に
は

触
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

火
花
が
発
生
し
、
爆
発
の
危
険
が

あ
り
ま
す
。

①
ガ
ス
機
器
は
正
し
く
取
り
付
け

ま
し
ょ
う

・
壁
や
柱
、
そ
の
他
燃
え
や
す
い

　

物
か
ら
間
隔
は
取
れ
て
い
ま
す
か
。

・
ゴ
ム
ホ
ー
ス
の
劣
化
や
器
具
と

　

の
接
続
部
は
大
丈
夫
で
す
か
。

・
日
頃
か
ら
ボ
ン
ベ
が
転
倒
し
な

　

い
よ
う
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

②
ガ
ス
機
器
は
正
し
く
取
り
扱
い

ま
し
ょ
う

・
点
火
の
際
に
は
必
ず
火
が
付
い

　

た
か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

・
調
理
中
に
は
絶
対
そ
の
場
を
離

　

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
煮
こ
ぼ
れ
に
よ
る
炎
の
立
ち
消

　

え
、
加
熱
し
す
ぎ
に
よ
る
空
焚

　

き
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
鍵
の
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

・
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
、宅
急
便
で
送
っ

　

て
。

・「
必
ず
も
う
か
る
」「
あ
な
た
だ
け

　

特
別
」

・
還
付
金
が
あ
る
の
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
に

　

行
っ
て
。

・
名
義
を
貸
し
て
欲
し
い
。

・
ロ
ト
６
の
当
選
番
号
を
教
え
ま
す
。

・
融
資
し
ま
す
。保
証
金
を
送
っ
て
。

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
で
融
資
し

　

て
ほ
し
い
。

　
■
こ
ん
な
言
葉
は
詐
欺

⑤
も
し
地
震
が
発
生
し
た
ら

　

ま
ず
火
を
消
し
て
元
栓
を
閉
め

て
、身
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
安
全
装
置
付
ガ
ス
機
器
の
使
用

・
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は

　
「
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
」の
設
置
や

　
「
立
ち
消
え
安
全
機
能
」、「
加
熱

　

防
止
機
能
」な
ど
の
安
全
機
能

　

が
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
こ

　

と
が
有
効
で
す
。

・
暖
房
器
具
に
は「
耐
震
自
動
消

　

火
機
能
」や「
消
し
忘
れ
自
動
消

　

火
機
能
」が
あ
り
積
極
的
に
使

　

用
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

　

　

ガ
ス
機
器
は
、
便
利
で
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す

が
、
取
扱
い
を
誤
る
と
火
災
や
爆
発
な
ど
の
大
き
な
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ガ
ス
機
器
を
使
用
す
る
と
き
は
次
の
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

電
話
の
相
手
を
信
用
し
て
、
多

額
の
現
金
を
騙
し
取
ら
れ
、
泣
い

て
い
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
騙

さ
れ
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
騙

さ
れ
て
い
ま
す
。
お
金
を
送
る
前

に
必
ず
、
信
用
で
き
る
人
や
警
察

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
以
外
の
必
要
の
な
い
人

に
は
鍵
を
見
せ
な
い

鍵
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
カ

メ
ラ
な
ど
で
写
し
て
記
録
し

な
い

家
族
以
外
の
必
要
の
な
い
人

に
鍵
を
渡
さ
な
い

■
全
国
の
特
殊
詐
欺
被
害
は
約

４
７
６
億
円
！
（
平
成
27
年
中
）

　登山者が滑落し負傷したという想定で、
芦北消防署と熊本県防災航空隊との合同
救助訓練が行われます。

◆期日　11 月 21 日（月）　

◆時間　９：００〜１１：３０

◆場所　しろやまスカイドームとその周辺

お知らせ

芦北駅伝大会
（女島ゆめもやい）

七浦ちびっこ相撲大
会（交流センター）

３歳児健診
（保健センター）

認知症サポーター
養成講座（活性化
センター）

まちだより

介護予防サポーター
養成講座（田浦福祉
センター）

まちだより

食から学ぶ健康セミ
ナー（活性化セン
ター） まちだより

あしきた DE マル
シェ（女島ゆめも
やい）

大野そばフェス（大
野温泉センター）

薩摩街道歴史ふれあ
いウォーク（ヘルシー
パークから津奈木町）
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芦 北 町 職 員 の
給 与 と 定 員 管 理

（２）部門別職員数の状況

　　　　 　区分

　部門

職員数
増減と主な理由

27 年度 28 年度

議 会

総 務

税 務

民 生

衛 生

農林水産

商 工

土 木

3 人

69 人

16 人

17 人

15 人

20 人

10 人

21 人

3 人

69 人

14 人

17 人

18 人

21 人

10 人

22 人

小　計 171 人 174 人

  教育部門 30 人 29 人
水 道

下 水 道

そ の 他

7 人

2 人

14 人

5 人

2 人

14 人

小　計 23 人 21 人

合　計 224 人 224 人

（２）職員の初任給の状況
区分 初任給

一般行政職
大学卒 176,700 円

高校卒 144,600 円

技能労務職
大学卒 ー

高校卒 142,000 円

（１）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
区分 一般行政職 技能労務職

平均年齢 41.6 歳 42.4 歳

平均給料月額 301,800 円 242,700 円

平均給与月額 339,800 円 278,900 円

( 注 ) １「平均給料月額」とは、平成 28 年４月１日現在における職種ごとの　
　　　　職員の基本給の平均です。
　　  ２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、
　　　　時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したものです。

（３）一般行政職の級別職員数等の状況
区分 １級 ２級 ３級

標準的な
職務内容

主事
技師

主事
技師

参事

職員数 26 人 23 人 54 人

区分 ４級 ５級 ６級

標準的な
職務内容

係長
課長補佐

主幹
課長

審議員

職員数 42 人 20 人 16 人

職員の給与に関する状況

（１）職員数に関する状況
H27.4.1 退職 採用 H28.4.1 

224 人 7 人 7 人 224 人

職員の任免および職員数に関する状況

　職員の給与の実態と定員管理について町民の皆さんの理
解を深めてもらうために、その主な内容をお知らせします。
＊問い合わせ先
　総務課　総務係  ☎︎（８２）２５１１（内線２１４）

一
般
行
政
部
門

公
営
企
業
等

＋３（業務の増）

＋１（業務の増）

ー１（施設耐震・改修の終了）

ー２（業務の減）

＋ 1（業務の増）

＋３

ー２（会計の統合）

ー２

S 評価 Ａ評価 B 評価 C 評価 D 評価 計

０人 60 人 161 人 ３人 ０人 224 人

人事評価の状況（平成 27 年度）

　職員の人材育成を目的として、管理職の適切な指導および助言による人事評価を行いました。

（４）期末手当・勤勉手当

区分 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225 月 0.80 月

12 月期 1.375 月 0.80 月

計 2.60 月 1.60 月

職務階級加算 役職加算　5％～ 15％

（５）退職手当

支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分

勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分

勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分

最高限度額 49.59 月分 49.59 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特別措置
（2％～ 45％）

（６）その他の手当

手当名 内容および支給単価

扶養手当
配偶者　13,000 円　　
その他の扶養親族　6,500 円

住居手当
借家の場合
家賃に応じて 27,000 円を限度に支給

通勤手当
自動車の場合
距離に応じて 2,000 円～ 31,600 円

管理職手当 41,600 円～ 62,300 円

特殊勤務手当
税務手当　1,000 円～ 1,500 円／月
感染症防疫作業手当　290 円／日
行旅死亡人取扱従事手当　300 円／回

（２）利益の保護の状況（平成 27 年度）

不利益処分に関する不服申立て 0 件

勤務条件に関する措置の要求 0 件

（１）職員の福祉制度

健康保険 熊本県市町村職員共済組合

健康診断
定期健康診断（人間ドック受診者を除く全職員）

人間ドック受診

職員の福祉および利益の保護の状況

　初任者研修、入庁３年目未満研修、自衛隊研修、総務省自治大学校研修、県派遣による研修などを実施し、職員の能
力および職務の向上を図りました。

職員の研修（平成 27 年度）

　職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力を挙げて職務遂行しなければいけません。職務の遂行に
当たって職員が守るべき義務は、次のとおりです。
　①法令等および上司の職務上の命令に従う義務　②信用失墜行為の禁止　③秘密を守る義務
　④職務に専念する義務　⑤政治的行為の制限　⑥争議行為等の禁止　⑦営利企業等の従事制限

職員の服務の状況

降任 免職 休職 降給 計

０人 ０人 ０人 ０人 ０人

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 職員の分限および懲戒処分の状況（平成 27 年度）

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
区分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職
大学卒 271,300 円 309,500 円 343,300 円

高校卒 225,200 円 270,400 円 299,700 円

技能労務職
高校卒 ー ー ー

中学卒 ー ー ー

戒告 減給 停職 免職 計

0 人 ０人 ０人 ０人 0 人

（１）分限処分

（２）懲戒処分

( 注 ) 該当のない欄および対象となる職員が一人または二人の場合は「ー」と表示しています。

勤務時間 午前８時 30 分～午後５時 15 分

休憩時間 正午～午後１時

週休日 土曜日、日曜日
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幼保小中
　連携だより

　幼稚園、保育園、小学校、中学校への就学の移行が連続的で滑
らかに進むよう、「幼保小中連携」に取り組んでいます。様々な
状況に対応することができる体制をつくることと、幼稚園・保育
園・学校間の連携を図ることを目的として、中学校区単位で交流
活動などを実施しています。
　今回は田浦校区の取り組みをご紹介します。

田浦保育園に出向き、しっぽとりや
転がしドッジボールなどを大勢で一
緒に楽しみました。

田浦保育園に２日間、中学生が職場体
験にやってきました。一緒に活動をした
園児たちは大喜びでした。

　田浦校区では、子どもたちの成長にとって重要な「睡眠」について、就寝時間の設
定をするなどの取り組みを行っています。９月１日〜 15 日のキッズウィーク期間

（基本的生活の習慣の定着を重点的に図る期間）では、睡眠調査を行いました。

保育園

幼稚園

　「生活リズムカード」の実施により、家庭内で

も睡眠時間の意識づけができました。

　一方で、習い事や家庭の都合により、就寝時

間が遅い子どもがいることが気になります。

小・中学校

　「すまいる大作戦カード」を使用して就寝時間

を設定しましたが、９月にはカードの提出率が

100％に満たないことがありました。

　また、高学年になると部活動、塾、習い事な

どで設定した就寝時間より遅くなっていること

がわかりました。

（1） 調査の結果 （2） 今後に向けて

○就寝時間などの目標達成のために、家庭
　での取り組みを工夫することも大切です。

○幼保小中で連携をとりながら、それぞれ
　のチェックカードの提出の徹底を図り、
　継続的に取り組んでいきたいです。

芦
北
町
の
民
話　

第
一
話◆期日　　12 月２日（金）

　

む
か
し
、
む
か
し
、
田
浦
の
御お

か
み
だ
神
田
（
今
の
宮
の
後
付

近
）
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
正
し
ょ
う
じ
き直
茂
平
と
言
わ
れ
た
、

生き
ま
じ
め

真
面
目
な
男
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
茂
平
さ
ん
は
わ
ず

か
ば
か
り
の
田
畑
を
耕
し
て
、
貧
し
い
な
が
ら
も
、
年
頃

の
娘
２
人
と
、
平
和
で
幸
せ
な
暮
ら
し
が
続
い
て
い
ま
し

た
。

　

娘
２
人
の
姉
の
方
は
、「
み
ゆ
き
」
と
言
う
名
で
気
立

て
の
優
し
い
静
か
で
穏
や
か
な
娘
で
し
た
。
妹
の
方
は

「
お
と
め
」
と
言
う
名
で
、
気
性
が
強
く
活
発
で
賢
い
娘

で
、
姉
妹
と
も
そ
ろ
っ
て
大
層
姿
も
器
量
も
美
し
く
、
村

人
た
ち
は
花
に
た
と
え
て
、
歌
い
た
た
え
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
「
田
浦
お
か
み
だ
、
茂
平
の
む
す
め
、
姉
は
み
ゆ
き
で
、

妹
は
お
と
め
、
春
が
来
な
け
り
ゃ
咲
か
な
い
も
の
を
茂
平

の
う
ち
に
は
、
い
つ
も
花
」

　

さ
て
、
こ
の
美
し
い
娘
に
憧
れ
た
の
は
、
村
の
若
い
衆

ば
か
り
で
は
な
く
、
山
の
猿
さ
む
ら
い
ま
で
思
い
を
焦
が

し
て
い
た
の
で
し
た
。

　

あ
る
春
の
は
じ
め
頃
、
茂
平
さ
ん
は
山
畑
を
開
こ
う
と
、

木
を
切
り
、
切
っ
た
木
の
根
を
掘
り
起
こ
し
、
石
を
拾
っ

て
畑
づ
く
り
に
精
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
人
で
の
働
き
は
た
か
が
し
れ
た
も
の
、
な

か
な
か
進
ま
な
い
開
墾
に
、
疲
れ
て
い
っ
ぷ
く
し
て
い
ま

し
た
。
す
る
と
、
そ
こ
に
、
お
山
の
大
猿
が
現
れ
、
茂
平

さ
ん
に
こ
う
言
い
ま
し
た
。

　
「
茂
平
さ
ん
、
私
は
山
の
猿
さ
む
ら
い
で
す
。
力
が
強
く

て
、
何
で
も
で
き
ま
す
よ
。
茂
平
さ
ん
が
開
墾
で
疲
れ
て

い
る
よ
う
だ
か
ら
、
手
伝
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
か
。」

《
つ
づ
く
》

多た

た

ら

々
羅
の
つ
つ
み
（
そ
の
一
）

　

４
月
の
熊
本
地
震
か
ら
半
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
町
で
は
５
月
か
ら
職
員
を
交

代
で
被
災
地
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。
10

月
末
現
在
で
、
４
市
町
村
に
延
べ
３
４

３
人
を
派
遣
し
、
避
難
所
運
営
や
被
害

調
査
な
ど
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
２
人
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
南
阿

蘇
村
の
現
状
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

村
中
心
部
は
ほ
と
ん
ど
被
害
が
見
ら

れ
ず
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
し
た
。
村
の
避
難
所
は
全

て
閉
鎖
さ
れ
、
被
災
者
は
仮
設
住
宅
な

ど
に
移
っ
て
い
ま
し
た
が
、
橋
崩
落
で

分
断
さ
れ
た
立
野
地
区
な
ど
を
は
じ
め
、

本
格
的
な
復
興
へ
の
道
の
り
は
ま
だ
遠

い
状
況
で
す
。
崩
落
し
た
阿
蘇
大
橋
付

近
で
は
多
く
の
家
屋
が
倒
壊
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

派
遣
さ
れ
た
職
員
は
家
屋
被
害
の
２

次
判
定
調
査
に
同
行
し
、
約
２
時
間
を

か
け
て
家
屋
の
寸
法
や
傾
き
な
ど
を
測

っ
た
り
、
ひ
び
割
れ
な
ど
を
調
査
し
た

り
し
て
、
南
阿
蘇
村
職
員
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。　

熊
本
地
震
　
被
災
地
は
今

　
　
　
　
〜
南
阿
蘇
村
〜
　　

町
で
は
11
月
末
ま
で
職
員
派
遣
を
続

け
、
そ
の
後
は
被
災
自
治
体
の
状
況
に

応
じ
て
支
援
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運

営
す
る
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
に
８
０
０
０
人
を
超
え
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、
瓦
礫
の
片
付

け
な
ど
に
あ
た
っ
て
も
ら
っ
た
そ
う
で

す
。
現
在
は
ニ
ー
ズ
が
上
が
っ
た
と
き

の
み
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

被
災
直
後
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
を
支
援

し
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ッ
ド
・
ネ
ー

バ
ー
ズ
の
諌
山
由
紀
子
さ
ん
は
、「
当

初
は
混
乱
し
、
情
報
を
求
め
る
住
民
も

多
か
っ
た
。
各
部
署
と
の
情
報
共
有
が

重
要
だ
と
感
じ
た
」
と
関
係
者
間
の
連

携
の
重
要
性
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲手付かずのままの
倒壊した家屋
◀︎建物の傾きを測る
派遣職員
▼通常の態勢に戻り
つつあるボランティ
アセンター

10 月 17 日〜 21 日までの５日間、
小中連携あいさつ運動を元気に行い
ました。

出前学習会では中学生が小学生の学
習をお手伝いをしました。

田浦校区

幼保小中連携の

取り組み

田浦中学校田浦小学校

芦北幼稚園 田浦保育園

新連載

今後の活動
◆田浦小学校での講話「睡眠・生活
　習慣について」
◆芦北幼稚園での田浦保育園との交
　流活動
◆田浦小１年生と来年度就学予定の
　幼児との交流活動

崩落した阿蘇大橋（写真提供：南阿蘇村）
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お 知 ら せ

　みなさんは相続登記はお済みですか。相続登記
がされずに放置されると次のような問題につなが
ります。

①相続が「争続」問題になってしまう。
②相続登記をしていない間に、さらに相続が発生
　すると、相続人調査に時間がかかるうえ、手続
　き費用が高額になってしまいます。また、所在
　不明の人がいる場合などは、登記を含め、相続
　手続きが極めて難しくなります。
③相続した不動産を売りたい、担保に入れたいな
　どと思ったときに、すぐに手続きができないな
　ど不利益を受けることがあります。
④所有者の把握に時間がかかり、防災・減災、災
　害復旧のための工事が進まなくなります。

　自分の権利を大切にするため、また、次世代の
子どもたちのために、未来につなぐ相続登記をし
ませんか。詳しいことについては、熊本地方法務
局ホームページ「未来につなぐ相続登記」をご覧
ください。

　

相続登記はお済みですか？登
記

　障がいのある人を対象とした職業訓練「初歩か
らじっくりパソコン習得科」の訓練生を募集して
います。
▶対象者　身体障がいのうち上肢・内部障がい、
精神障がい、発達障がい、難病の人
▶定員　　７人
▶内容　
　パソコンのワード、エクセルの基礎知識や技能
を習得し、資格取得を目指します。
▶場所　株式会社  永正（八代市）
▶募集期限　12 月 28 日（水）
▶訓練期間　２月１日（水）から４月 28 日（金）
▶参加料　　テキスト代 10,600 円程度（税抜き）

＊申込・問い合わせ先
　ハローワーク水俣
　☎︎（６３）８６０９
　熊本県立高等技術専門校
　☎︎０９６（３７８）０１２１

障がいのある人向け
初歩からじっくりパソコン習得科

募
集

　国保水俣市立総合医療センターでは、第 14 回
市民懇話会を開催します。これからの地域医療や
センターにご意見のある人、これまでの懇話会に
出席できなかった人、どなたでも参加できます。
建設的な意見交換を目指しますので、ご参加お待
ちしています。参加費は無料です。
▶内容　基調講話：国保水俣市立総合医療センタ
　　　　ー院長ほか
▶期日　11 月 26 日（土）
▶時間　開会：午後１時 30 分～
▶場所　国保水俣市立総合医療センター（水俣市）

＊問い合わせ先
　国保水俣市立総合医療センター　　
　☎︎（６３）２１０１

国保水俣市立総合医療センター
市民懇話会

医
療

　うなぎ資源保護のため、熊本県内全域で１０月
１日から翌年３月 31 日までの期間は、うなぎの
採捕が禁止されています。
　これは、漁業者、遊漁者をはじめ、すべての人
が対象となります。違反すると罰則が適用される
ことがありますので、ご注意ください。
▶採捕禁止対象
　全長 21cm を超える大きさのうなぎ
▶採捕禁止期間
　10月１日～翌年３月 31日
▶採捕禁止区域
　熊本県内のすべての海、河川
※全長 21cm以下のうなぎは年間を通して採捕が
禁止されています。

うなぎの採捕は３月３１日まで
禁止されています

注
意

お 知 ら せ

　放送大学では、平成 29 年度第１期（４月入学）
の学生を募集しています。放送大学はテレビ、ラ
ジオ、インターネットを利用して授業を行う通信
制の大学で、幅広い分野を学べます。
▶出願期間　第１回募集：２月 28 日まで
▶資料請求　資料は無料です。下記へ請求または、
　放送大学ホームページをご覧ください。

＊問い合わせ先
　放送大学熊本学習センター
　☎︎０９６（３４１）０８６０

放送大学  ４月生募集のお知らせ

　熊本県青年司法書士会では、経済的な事情によ
りお困りの人のために、生活保護に関する無料相
談会を開催します。面接相談と電話相談を行いま
すので、お困りの人はご相談ください。予約は不
要です。
▶日時　　12 月 10 日（土）午前 10 時～午後４時
▶相談料　無料
　◎面接相談
　　場所：熊本県司法書士会館２階（熊本市）
　◎電話相談
　　☎︎０９６（３６４）０８００

＊問い合わせ先
　司法書士　大坪
　☎︎０９６（２０１）４９９２

生活保護相談会相
談

募
集

上野清輝　ヴァイオリンリサイタル

▶融資限度額　子ども一人につき 350 万円以内
　　　　　　（海外留学資金は最大 450 万円以内）
▶返済期間　15 年以内
▶融資対象となる学校
　高校、短大、大学、専修学校、海外の高校、
大学など

 ＊問い合わせ先
　教育ローンコールセンター　
　☎︎（０５７０）００８６５６
　日本政策金融公庫八代支店
　☎︎０９６５（３２）５１９５

国の教育ローンのご案内学
資

＊問い合わせ先
　生涯学習課生涯学習係　
　☎︎（８７）１１７１　（内線１４４、１４５）

　寒い時期になると家庭や事業所、農業用ボイラ
ーなどで灯油や重油の利用が多くなることから、
河川や海への流出事故が増加します。事前に暖房
器具のタンクや配管に破損がないことをチェック
して使用してください。
　また、給油作業をする時も、油漏れしないよう
に十分注意してください。
　万が一、油流出が起こったら、すぐに芦北町役
場や芦北消防署へ連絡してください。
※油流出の事故処理費用は、原因者負担です。

 ＊問い合わせ先
　住民生活課　環境対策係　
　☎︎（８２）２５１１（内線１４８）

油流出事故を防止しましょう！注
意

芦北町出身のヴァイオリニスト、上野清輝さんに
よるヴァイオリンリサイタルを開催します。
◆期日　　12 月 16 日（金）
◆時間　　午後６時 30分開場　午後７時開演
◆場所　　芦北町地域活性化センター
◆入場料　無料

◀︎上野  清輝
（ヴァイオリン）
芦北町花岡出身。東京
藝術大学器楽科卒業。
現在ノルウェーを拠点
に活動中。

▼中川  大（ピアノ）

◆曲目
春の海（宮城道夫）
タイスの瞑想曲（マスネ）
天空の城ラピュタより「君をのせて」
　　　　　　　　　　　ほか

町民交流グラウンド・ゴルフ大会【結果】

Ａコート　松本善市さん（國見）

Ｂコート　今里新一さん（田浦町４）

Ｃコート　坂本正巳さん（小田浦２）※総合優勝

Ｄコート　中田豊穰さん（田浦１）

◆開催日　10 月 14 日　 ◆場所　岩崎グラウンド

※各コートの１位のみ掲載
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　職場体験では、花が乾燥しないために、朝に水や
りをしたり、紙で置き物の花を作ったり、花束に値
段をつける体験をしました。
　フラワーショップ hino は市場に仕入れに行った
り、時には冠婚葬祭で花を用意したりしているそう
です。一番売れている花はスーパーでも販売され、
花束によく使われるバラとおっしゃっていました。

　生徒たちは「いろんな花の種類が
あり、色がカラフルで見ているだけ
で楽しいとお花屋さんの魅力も感じ
ていました。体験した生徒たちは、

「花束に値段をつける作業が意外と
大変だった」「花をアレンジして作っ
たりするのが楽しかった」と感想を
話してくれました。

　配達の手続きをした生徒は「意外
に肉体的な労働が多くびっくりしま
した」と感想を話していました。商
品を並べていた生徒は「野菜は新鮮
さが命で何日か売れ残ると半額にな
るそうです」と職場で学んだことを
話してくれました。体験している生
徒を職員の方は「とてもてきぱき動
いてくれてよいと思います」とほめ
ておられました。

　職場体験した生徒たち 3 人は商
品の陳列、配達の手続き、惣菜の盛
り付けなどを手伝っていました。

　体験した生徒たちは「子どもたちに先生と言われて
うれしかった」「子どもたちに話しかけられて、うれ
しかった」と笑顔で話してくれました。また、「子ど
もたちに対しての指示の仕方がわからなかった」「強
い口調で言っていいのか加減がわからなかった」とい
う困ったこともあったようでした。園長さんも「皆笑
顔で接していてよかった」とおっしゃっていました。

　職場体験では、運動会の練習
の準備や 2 歳児、3 歳児、4 歳
児の面倒を見たりする体験をし
ました。

道の駅芦北でこぽん

フラワーショップ hino

芦北保育園

中学生が職場体験働くってどういうこと？
　

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
町
内
の
中
学
校
で
は
各
事
業
所
の
協
力
を
得
て

生
徒
た
ち
が
職
場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

湯
浦
中
の
３
年
生
51
人
は
９
月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
町
内
25
事
業
所
で

職
場
体
験
を
し
ま
し
た
。
芦
北
町
役
場
で
も
２
人
の
生
徒
を
受
け
入
れ
、
開
会

中
の
町
議
会
の
見
学
や
広
報
の
取
材
・
編
集
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

※
写
真
や
文
章
、
大
ま
か
な
構
成
は
体
験
し
た
生
徒
に
よ
る
も
の
で
す
。

編集作業をする生徒たち

植物に水をかけたり、花の手入れをする生徒たち

惣菜の盛り付け中 配達の手続き中

商品の陳列中

運動会の小物をつくる生徒たち

芦北保育園の様子 運動会の練習で駆け回る園児たち

　初めて経験してわからないことだ
らけだったけど、学んだことがたく
さんありました。公務員の仕事は堅
いイメージがありましたが、広報の
アイデアやレイアウトなど楽しく体
験できました。

　こういうことは実際に仕事につか
ないとできないので貴重な経験でし
た。広報の仕事は難しいかなと思っ
ていましたが、自分でレイアウトや
取材ができて楽しかったです。

私たちが取材・編集しました。

尾川航くん（湯浦中３年） 浅田実穂さん（湯浦中３年）

芦北町役場

フラワーショップ hino の様子

道の駅芦北でこぽんの様子
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高
齢
者
・
障
害
者
の

　
　
　
虐
待
を
な
く
そ
う

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
人
や
家
族
の
サ
イ
ン
に
、
身
近
な
人
が
早
め
に
気
づ
く

こ
と
が
、
虐
待
防
止
の
第
一
歩
で
す
。

（
例
）

①
体
に
傷
や
あ
ざ
・
や
け
ど
の
跡
が
あ
る
。

②
傷
や
あ
ざ
な
ど
の
説
明
が
そ
の
都
度
変
わ
る
。

③
家
か
ら
悲
鳴
や
家
族
の
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る
。

④
体
調
が
明
ら
か
に
悪
い
状
態
で
あ
る
が
病
院
な
ど
を
受
診
し
て
い
な
い
。

⑤
体
か
ら
異
臭
が
す
る
な
ど
衛
生
状
態
が
悪
い
。

⑥
高
齢
者
が
生
活
す
る
の
に
十
分
な
収
入
が
あ
る
の
に
お
金
が
な
い
と
訴
え
る
。

⑦
介
護
し
て
い
る
家
族
が
、
介
護
が
つ
ら
い
と
体
の
不
調
を
訴
え
て
い
る
。

⑧
障
害
者
が
お
び
え
る
・
泣
く
・
叫
ぶ
な
ど
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
す
。

⑨
障
害
者
が
人
目
を
避
け
部
屋
に
一
人
で
い
た
が
る
。

●
特
定
の
人
や
家
庭
、
場
所
で
は
な
く
、

　

ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
問
題
で
す
。

●
虐
待
を
し
て
い
る
人
に
、
虐
待
し
て
い

　

る
認
識
が
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
虐
待
を
さ
れ
て
い
る
人
が
虐
待
だ
と
認

　

識
で
き
な
い
で
、
自
分
か
ら
被
害
を
訴

　

え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

虐
待
は

▶相談日　土・日・祝日・年末年始を除く毎日
▶時　間　午前８時３０分〜午後５時　　
◎芦北町地域包括支援センター　
　　☎︎８６−２２７０
◎福祉課　高齢者福祉係・障害者福祉係
　　☎︎８２ー２５１１（内線１５２、１５３）

相談・通報窓口

　

適
切
な
介
護
の
仕
方
や
認
知
症
へ
の
対

応
が
わ
か
ら
な
い
た
め
に
、
つ
い
手
を
上

げ
て
し
ま
う　
　
　
　

。

　

介
護
負
担
に
加
え
失
業
中
で
経
済
的
に

困
っ
て
い
る
な
ど
、
虐
待
の
背
景
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

虐
待
を
受
け
て
い
る
人
だ
け
で
は
な
く
、

虐
待
者
を
支
援
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

虐
待
は
身
近
に
起
こ
り
う
る
問
題
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
皆
さ
ん
が
自
分
自
身
の
問

題
と
し
て
と
ら
え
、
虐
待
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

虐
待
を
防
止
す
る
に
は

　虐待に気づいた人は、市町村の担当窓口へ
通報する義務があります。早めの対応や支援
が、虐待されている人だけでなく、虐待して
いる家族などがかかえる問題の解決にもつな
がります。虐待している人を見かけたり、何
か気になることがあれば、相談してください。

虐
待
の
サ
イ
ン

芦北町地域包括支援センター（きずなの里内）
のスタッフ

　介護の負担を一人で抱え込んでいません
か。介護の負担を軽減するさまざまなサービ
スや制度が利用できますので、地域包括支援
センターや役場福祉課にご相談ください。

●介護している人へ

●虐待に気づいたら

0

100

200

300

400

500

H26H25H24H23

◎虐待を受けた人　70 歳代女性

◎虐待した人　　　女性の孫

◎虐待の内容　　　物を投げつける。

　　　　　　　　　年金・預貯金を取り上げる。

◎対　応　　　　　緊急一時保護、

　　　　　　　　　養護老人ホームへの入所

ケース１
◎虐待を受けた人　80 歳代男性

◎虐待した人　　　男性の息子

◎虐待の内容　　　適切な介護や世話が行われて

　　　　　　　　　おらず、栄養失調状態。

◎対　応　　　　　医療機関への一時入院、

　　　　　　　　　養護老人ホームへの入所

ケース２

◎虐待を受けた人　80 歳代女性

◎虐待した人　　　女性の夫

◎虐待の内容　　　首を絞める。

◎対　応　　　　　施設への短期入所

ケース３

　

県
内
で
も
虐
待
認
定
の
件
数
は
年
間
２
０
０

件
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
状
況
は
あ
ま
り
改

善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

虐
待
の
多
く
の
ケ
ー
ス
が
家
族
な
ど
の
養
護

者
に
よ
る
も
の
で
す
。

◎虐待を受けた人　80 歳代女性

◎虐待した人　　　女性の娘

◎虐待の内容　　　食事を与えない。

◎対　応　　　　　虐待者への助言・指導

ケース４

町内における虐待事例 町内でも年間２～４件の虐待に関する相談や通報があり、

対応が必要なケースがあります。

◎県内の高齢者虐待に関する相談・通報、
　虐待認定の推移（養護者によるもの）

 身体的、経済的虐待 介護・世話の放棄、放任

身体的虐待 介護・世話の放棄、放任

相談・通報件数

虐待認定件数403

243

321

189

303

192

333

201

（件）

（年度）

◆
県
内
の
高
齢
者
虐
待
の
状
況

　

虐
待
に
は
認
知
症
が
関
係
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
認
知
症
に
対
す
る
理

解
不
足
や
介
護
疲
れ
、
ス
ト
レ
ス
が
要

因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

は
虐
待
を
防
止
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
や
認
知
症
高

齢
者
を
抱
え
る
家
族
会
「
た
け
の
こ

会
」
な
ど
に
参
加
し
て
、
認
知
症
の
よ

き
理
解
者
と
し
て
地
域
や
高
齢
者
を
見

守
り
、
虐
待
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。　

◎認知症サポーター養成講座
　▶日時：11 月 23 日（水・祝）９：30 ～ 11：00
　▶場所：芦北町地域活性化センター
　　　　　（田浦基幹支所横）
　▶申込締切：11 月 21 日（月）

◎認知症高齢者を抱える家族会「たけのこ会」
　▶日時：毎月２回開催　第２水曜 19：00 ～
　　　　　　　　　　　　第３水曜 13：30 ～
　▶場所：きずなの里
※各地域などでの講座開催もできますので、地域
包括支援センターまで問い合わせください。

■その他の相談電話

◎認知症ほっとコール（熊本県認知症コールセンター）
　▶時　間　　　9：00 ～ 18：00
　　　　　　　　水曜日以外の毎日（土日祝日も開設）
　☎︎０９６（３５５）１７５５
◎認知症の電話相談（認知症の人と家族の会）
　▶時　間　10：00 ～ 15：00（土日祝日を除く。）
　☎︎０１２０（２９４）４５６　

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

気 に な る こ と が あ れ ば、 ま ず 相 談 を
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おすすめ図書紹介

その部屋には絶望が住んでいた
…。前作「ペテロの葬列」から、杉
村三郎の「その後」を描いた、杉
村三郎シリーズ第４弾です。

「
希
望
荘
」

宮
部 

み
ゆ
き 

著
（
小
学
館
）

赤ちゃんの脳は生まれてすぐか
ら育ちます。育児の中で赤ちゃ
んにどのような刺激をいつ与え
ればよいか、教えてくれます。

「
赤
ち
ゃ
ん
の
脳
を
育
む
本
」

久
保
田 

競
、
久
保
田
カ
ヨ
子 

著

（
主
婦
の
友
社
）

だれでも知っている世界の
むかし話。見やすい文字の
大きさで、読書にもぴった
りです。全２巻、各 15 話。

「
教
科
書
に
出
て
く
る
　

　
せ
か
い
の
む
か
し
話
」

岡
本 

光
晴 

発
行
（
あ
か
ね
書
房
）

BOOK町立図書館 ☎︎（８２）２２１３

編
　
集
　
後
　
記

▼
文
化
講
演
会
で
茂
木
健
一
郎
さ

ん
は
「
脳
の
若
返
り
に
は
新
し
い

刺
激
や
体
験
が
必
要
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
の
頃
に
時

間
が
長
く
感
じ
る
の
は
日
々
新

し
い
体
験
を
し
て
い
る
か
ら
だ
そ

う
。
最
近
は
時
間
が
経
つ
の
が
と

て
も
早
く
感
じ
る
の
で
、
脳
が
老

化
し
て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
今
年
の
秋
は
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ

く
さ
ん
で
、
新
し
い
刺
激
を
た
く

さ
ん
受
け
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
日
々
の
生
活
で
も
何
か
新
し

い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
脳

の
若
返
り
を
図
り
た
い
と
思
い
ま

す
。（
上
野
）

▼
町
民
体
育
祭
の
写
真
を
確
認
し

て
い
て
、
選
手
の
後
ろ
に
写
っ
て
い

る
多
く
の
人
も
笑
顔
で
あ
る
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
玉
入
れ
の
写

真
で
は
、
選
手
も
競
技
役
員
も
応

援
す
る
人
も
、
口
を
開
け
て
、
笑

顔
で
目
線
は
カ
ゴ
に
集
中
。
あ
ま

り
に
も
楽
し
そ
う
で
、
編
集
作
業

に
追
わ
れ
な
が
ら
も
ニ
ヤ
リ
と
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
▼
雨
天
の
た

め
順
延
し
開
催
さ
れ
た
今
大
会
。

各
体
協
、
選
手
集
め
に
苦
心
さ
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
選

手
は
も
ち
ろ
ん
役
員
の
皆
さ
ん
も

大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
来
年

も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
（
ス
ギ
）

Diary
水仙と桜の橋

うきうき

芦北

　Hello everyone! 体育の日はどうで
したか？私はスポーツが得意ではな
いのですが、町民体育祭はとても楽
しかったです。イギリスでは、体育祭
が小中学校だけなので、大人になっ
ても体育祭に参加することができて、
嬉しかったです。かなり久しぶりだっ
たので、懐かしく思いました。
　今回、湯島体協の一員として綱引
きに出場させていただきました。どの
チームが強いのかと聞いたときに、

「佐敷に負けたくない」と言われまし
た。しかし、チームを問わず、皆お
互いに応援し合っていました。

　働き始めたり、家事、育児など、
運動する時間を取るのはなかなか難
しいのではないでしょうか。学校の
運動会、親が見に行けないこともあ
ります。子どもを応援するのは大切
ですが、それより子どもと一緒に出
る競争「足並みそろえて」があるのは
いいアイディアだと思います。イギリ
スの学校の体育祭と違って、町民体
育祭は祝日に開催されるおかげで、
家族全員が楽しめる競技があり、だ
れでも応援に行けて、参加できるこ
とは素晴らしいと思いました。
　最も感動したのはフィナーレとな

った町民リレーでした。年齢を問わ
ず同じリレーで走ることはすごいな
と思いました。その競争を見た時、
やる気が出てきました。来年は、な
んとか体を鍛えて頑張ろう！と決心
しました。体育祭では、その日の成
績だけでなく、芦北町出身のメダリ
ストの業績もたたえました。東京オ
リンピック、パラリンピック、芦北
町出身者の活躍を楽しみにしていま
す！

Vol.3

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
ヨ
イ
シ
ョ
！

お 誕 生 お め で と う

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

春山　竜
りゅうと

都　　   ９．２０　   男　　  誠也　　  田浦２

藤井　輝
てる

　　　   ９．２３　   男　　  聡史　　  高岡南

山口　明
あ す な

日那　   ９．３０　   女　　  智樹　　  海浦２

阪口　凛
り ん た ろ う

太郎   １０．  ７　   男　　  智功　　  白岩

開田　凌
りょうせい

正　   １０．１０　   男　　  晃正　　  湯浦南

水口　和
あい

　　   １０．１１　   女　　  悠介　　  道川内西

濱崎　拓
た く と

大　   １０．１４　   男　　  拓郎　　  田浦町３

草野　安
あ づ み

雲　   １０．１８　   女　　  洋平　　  道川内西

藤崎　流
る い

葦　   １０．２０　   男　　  高洋　　  田浦町１

川口　慶
けい

　　   １０．２０　   男　　    智　　     道川内西

市川　文
あ や と

統　   １０．２１　   男　　  大地　　  田浦１

H28.10. １～ 10.31 受付分（敬称略）受付件数 11 件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報係までご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

　氏　　名               死亡日　     　年齢　　　　  区　

原田　忠昭　　    １０．  １　　 ７４　　　小田浦２

山村　アキノ　　１０．  ２　　 ９１　　　花岡西

告上　正　　　    １０．  ４　　 ７８　　　東告

潮崎　エル　　    １０．  ５　　 ９０　　　井牟田１

島元　正典　　　１０．  ８　  １０３　　   市居原   

丁　博　　　　    １０．１１　　 ９２　　　豊岡

谷本　アサ子　　１０．１１　　 ９２　　　田川

岩本　敏男　　　１０．１３　　 ８１　　　沖

田中　タミコ　　１０．１４　　 ７５　　　新町

永田　登美子　　１０．１５　　 ７７　　　大川内西

池田　次人　　　１０．１７　　 ８４　　　古石北

上谷　政惠　　    １０．１９　　 ８１　　　花岡東

吉田　清輝　　　１０．１９　　 ４８　　　西告

田崎　ミチノ　　１０．２２　　 ９６　　　小田浦６

江口　次代　　　１０．２３　　 ８２　　　花岡東

杉村　サナエ　　１０．２５　　 ８５　　　花岡西

江口　ツセ　　　１０．３１　　 ９０　　　大川内西

H28.10. １～ 10.31 受付分（敬称略）受付件数 22 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。
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濱
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光
子

　
「
雲
の
真
白
さ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
井　

あ
け
み

絵
手
紙

町民講座作品紹介

リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鬼
塚　

邦
子

「
着
物
か
ら
帽
子
と
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
」



　

本
展
で
は
「
繋
が
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
あ
た
た
か
く

も
や
わ
ら
か
な
星
野
富
弘
の
世
界
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
漢
字
の
な
か
に
も
う
一
つ
意
味
を
持
た
せ

た
新
た
な
ア
ー
ト
作
品
『
こ
こ
ろM

oji

』
を
創
作
す

る
、
浦
上
秀
樹
氏
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
（
左
作

品
）。
筋
肉
が
徐
々
に
減
少
し
て
い
く
進
行
性
の
病
気

を
患
い
、
体
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分
を
動
か
せ
な
い
状
態
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期
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２
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日
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ま
で
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５
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館
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２
・
４
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祝
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翌
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生
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使
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星
野
富
弘
美
術
館
開
館
10
周
年

　

記
念
式
典
に
は
、
群
馬
県
み
ど
り
市
の
石

井
逸
雄
教
育
長
、
富
弘
美
術
館
（
群
馬
県
み

ど
り
市
）
の
聖
せ
い
り
ゅ
う生
清
重
館
長
、
富
弘
美
術
館

を
囲
む
会
群
馬
県
支
部
ほ
か
各
県
支
部
の
み

な
さ
ん
が
駆
け
付
け
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
竹
﨑
町
長
が
「
こ
れ
か
ら
も

星
野
富
弘
美
術
館
は
、
星
野
先
生
の
作
品
を

通
し
て
感
動
と
生
き
る
力
を
発
信
し
て
行
く

こ
と
が
使
命
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
。
石
井
教
育
長
は
「（
芦
北
町
立
星
野

富
弘
美
術
館
と
富
弘
美
術
館
の
）
両
館
が
永

く
永
く
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
お
祈
り
し
ま

す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
星
野
富

弘
さ
ん
か
ら
は
「
美
術
館
10
周
年
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
10
年
の
年
月
を
蓄
え
た
星
野
富
弘

美
術
館
が
、
明
日
か
ら
ど
の
よ
う
な
方
々
と

の
新
し
い
出
会
い
が
あ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

（
一
部
抜
粋
）」
と
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

記
念
講
演
会
で
は
「
不
自
由
か
ら
の
贈
り

物
〜
星
野
富
弘  

そ
の
人
と
作
品
〜
」
と
題

し
富
弘
美
術
館
の
聖
生
清
重
館
長
が
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
星
野

さ
ん
と
一
緒
に
過
ご
し
た
聖
生
館
長
は
、
学

生
時
代
の
思
い
出
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
星

野
さ
ん
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し

た
。
聖
生
館
長
は
「
お
母
さ
ん
や
奥
さ
ん
へ

の
感
謝
、
家
族
愛
が
富
弘
さ
ん
の
作
品
の
ひ

と
つ
の
特
徴
で
す
」
と
話
さ
れ
る
と
と
も
に
、

「
幼
少
期
や
青
春
時
代
を
山
村
で
過
ご
し
、

自
然
の
中
で
命
を
身
近
に
感
じ
る
生
活
を
経

験
し
た
。『
生
き
て
い
る
』
と
い
う
こ
と
の

根
源
を
知
り
、
感
性
が
培
わ
れ
た
こ
と
が
作

品
に
大
き
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
作
品

の
背
景
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
詩
画
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
水

俣
高
校
音
楽
部
が
星
野
さ
ん
の
作
詩
に
よ
る

合
唱
曲
「
ば
ら
・
き
く
・
な
ず
な
」
や
「
つ

ば
き
・
や
ぶ
か
ん
ぞ
う
・
あ
さ
が
お
」
を
中

心
に
披
露
。
来
場
者
は
、
高
校
生
の
美
し
い

歌
声
と
工
夫
さ
れ
た
演
出
を
と
て
も
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
は
、
群
馬
県
み
ど
り
市
に
あ
る
富
弘
美
術
館
の
姉
妹
館
と

し
て
平
成
18
年
に
誕
生
し
、
今
年
で
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、
10
月
23

日
㈰
に
き
ず
な
の
里
で
、
記
念
式
典
お
よ
び
記
念
講
演
会
＆
詩
画
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

芦
北
町
立

▲講演する聖生清重館長

▲星野富弘さん作詩の合唱曲を披露する水俣高校音楽部

「
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る

　
　
　

ー 

星
野
富
弘
と
浦
上
秀
樹
作
品
展 

ー
」

な
が
ら
も
、
今
を
た
の

し
み
、
自
分
の
な
り
た

い
姿
、
や
り
た
い
こ
と

を
思
い
描
き
、
積
極
的

に
生
き
る
浦
上
秀
樹
の

ア
ー
ト
作
品
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。 「雪の道」   1966 年

「円ーじゆうー」   
※ひらがなで「じゆう」
と描かれています。


